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日本のテレビは、昭和
28年にスタートしたモ
ノクロテレビ放送を皮
切りに、カラー化、Ｂ
Ｓ放送のスタート、そ
して、ハイビジョン化
やデジタル化と半世紀
を経て大きく進展 
 
その間、放送は、高画
質化、高音質化という
流れの中での技術進歩、
少なからず、日本経済
の発展やテレビ文化の
進展に貢献。しかし、
ここ2年は急速に出荷
が減速。 
 
モノクロから８Kへと
進展するテレビ放送の
歴史を顧みつつ、まさ
に動き出そうとしてい
る本格的な”放送・通信
融合時代”を展望。 

（着雪とデザインでオフセットへ） 
 
S50 (電気卒）　右田　誠司 


